
おじいちやん  料理がとても好きで、時々ごはんを作っ
からの    でくれます。これからも明るく元気なFで

ひ と11こ と  ぃて欲しいです。  太四蔵さん (72歳 )

●
私

の
一．祖
一父

私
の
祖
父
は
七
十
二
オ
で
す
。
足
ガ
少
し
不
自
由
で

あ
ま
り
歩
け
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
海
岸
を
散
歩
し
た
り

し
て
足
を
き
た
え
て
い
ま
す
。

祖
父
は
私
に
小
さ
い
頃
の
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
音

家
に
帰
っ
て
＜
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
ひ
ま
が
あ
れ

ば
小
屋
を
作

っ
た
り
、
こ
わ
ね
て
い
る
所
な
ど
を
な
お

兄
妹
げ
ん
ガ
を
す
る
と
、
大
き
な
声
で
注
意
し
て
く

も
や
さ
し
い
祖
父
で
す
。
私
は
そ
ん
な
祖
父
が
大
好
き

で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て
＜
だ
さ
い
。

つ卜Πの主な記事

NQ2 4 4号 発行・青森県市浦村役場/編集・企画財政課広報係



〓
Ψ
ヤ
マ
リ
リ
ジ

村民 ら50人が熱心に学ぶ
市 浦村 で「財務行政懇話会」開催

一大蔵省東北員オ務局青森財務事務所―
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ま,り最1言潮

小馬踊
‐
り|■芸能発表

自衛官募集中
-2等陸・海・空士―



広報ιチろに)

蒙

樹

絶

霞
糊

斜

鮮

ｉ

）
勧
讐

π
市
浦
村
役
場

ツ

吉

ン
な

サ

ク

ヨ

ツ

畑

マ

ワ

椰

ヨ
郵

サ

マ
吉

工
助

エ

サ

蔵

作

ヤ

松

イ

キ

リ

吉

ル

ミ

助

吉

作

榊〔『中向い串［黎今回『輌螂時『］動時『螂［［制い
′‐ヽ田桐螂］中棄串熱醸郵

磯
く
カ
タ
キ
ハ
は
武
フ
タ
ヨ
サ
角
キ
キ
ナ
正
キ

倒̈［クニ』一時ミエ〕動帥□割薇一「〔一「『時″勇．タマ】蒙わラ割け一』レ一一一】］蠅一一″̈
縮榊
マサ元．一」卿脚
勝̈一［

田

田

良

略

山

藤

　

田

嶋

谷

和

田

和

田

船

田

西

良

馬

村

川

上

橋

田

田

上

田

嶋

坂

寺

南

和

田

村

島

本

田

西

田

内

田

元

田

山

谷

藤

藤

谷

川

島

川

倉

藤

山

●この番付は 9月 1日 付けで作成 した ものです。
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に製靱眸予賽:11吉 :1夫 ぅをi「 會童il首 I卓

歳
以
上

[Jを lil:員 ][ :i[:

65歳 以 上 の 地 区 別 人 口
平成元年 9月 1日 現在 の

高
齢
者
６３２
人

高
齢
化
社
会
の
対
策
急
務

の
県

知

事

顕

彰

状

が

、

二

重

貢

村

続

い
て

、

二

重

村

長

、

工

藤

武

則

村

議

会

議

長

ら

が

「
高

齢

化

社

で
創
意

工
夫

し

て

い
き

ま

し

ょ
う

ど

と

、

お

祝

い

の

こ

と

ば

を

述

べ
ま

局

長

が

、

白

寿

（
９９
歳

）
を

迎

え

た
磯

松

地

区

の
葛

西

磯

吉

さ

ん

、

米

寿

を

迎

え

た

渋

谷

鶴

蔵

さ

ん

、

ヽ

三
和
藤
次
郎
さ
ん
、
三
和
善
次
郎

さ
ん

（以
上
相
内
）
、
村
元
ヨ
ン

磯
松
）
、
高
西
キ
ワ
さ
ん
、
台
丸

ン
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
お
年
寄

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給

父
母
等
）
が
失
権
し
た
場
合
に
残

さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
と
し

（書
状

・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る
と

年
金
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
な
い

支
給
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行
う

祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直
接

◇
請
求
書
類
の
送
付
先
及
び
問
い

区
大
塚
五
―
三
―

一
三
　
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
　
業
務
第
二
課

電
話
番
号
〇
三
―
九
四
五
―
四
七

山 田 弥 一 さん

珈 蛉 嚇 愧 黎 滸 螺

鼈

陪

靱
鶉

吻

貶
計

田

178-



広報ιチろ (6)

超
高
齢
社
会
と

福
祉
へ
の
道
を
探
る

北
欧
と
問
け
ば
私
は
ま
ず
プ

ロ
ン
ト
の
■

一
を
．■
．じ
め
ギ
老
人
対
策
に
一瀾
心
の
強
い
県

¨
¨
一
¨
¨
¨
『
一
¨
一
一
一
¨
一
¨
¨
一
一
一̈
”
¨
一
一

同 て 文
（¨

¨
一
¨
一
¨
一
¨
¨
¨

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ぁ
る
．
　

・・　
一
一
そ
の
見
た
は
ま
、一
欄

●
一
■
・一
を
ま
と

‐‐め

急礁

一輔

詳
夢

」賭

纂

卜
長‐‐‐‐．一一．．．■

三

燎鵬‐‐こをＦＦ卜」

力
五

十
ロ

カ
総

称

で
―
，
り

　

い
十

◇参 カロ者 名 簿◇



(7)広 報ι 多ろ

船

で

四

十

五

分

と

い
う

近

い
と

こ

回

の
視

察

の
目

王

で
も

あ

る

だ

け

木

工

や

ハ
タ

織

、

刺

編

な

ど

の
作

る

老

人

対

策

の

総

合

施

設

で
あ

り

、

い
る
。

ア

パ
ー

ト

は

一
人

用

、

百

具

や

調

度

品

の
持

込

み
等

は

自

由

分
の
食
事
を
家
庭

へ
届
け
る
仕
事

規
模
の
小
さ
い
、
人
口
二
十
二
万

度

を

保

ち

、　

一
般

の
人

は

十

ク

ロ

物

づ

く

り

の

た

め

の
指

導

員

等

九
月
二
響
二
日

継

承

権

の
な

か

っ
た

女

子

に

も

同

ボ

ー

宮

殿

（
現

在

国

会

議

事

堂

と

並

み

、　
い
づ

れ

も

長

い
歴

史

の
重

⌒
次

号

に

つ
づ

く

）



広報ιチろ {ド )

村

に

ち

な

ん
だ

ワ
イ
ズ

や

楽

し

い
ゲ

ー

ム

に
歓

声

第
五
回
村
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、

山
村
広
場
を
発
着
点
と
す
る
大
沼

完
走
者
全
員
に
完
走
証
明

患
者
輸
送
用
バ
ス
が

新
し
く
な
り
ま
し
た



(9)広 報ι多4

ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
も
あ
ぎ
や
か
に

相
内
第
ニ
チ
ー
ム
が
優
勝

第

二

回

市

浦

村

郵

便

局

長

杯

ゲ

ボ

ー

ル
場

に
、

村

内

各

地

区

か

ら

二

地

区

に

そ

れ

ぞ

れ

郵

便

局

が

あ

業

務

な

ど

へ
の
感

謝

と

、

地

域

の

通

し

健

康

を

保

ち

、

互

い
の
親

善

を

深

め

ま

し

ょ
う

」。

と
あ

い
さ

つ
、

本

村

義

光

教

育

長

は

「
ス
ポ

ー

ツ

え

て

く

れ

ま

す

。

日

ご

ろ

鍛

え

た

技

を

力

一
杯

発

揮

し

、

楽

し

い

一

日

を

過

ご

し

て

く

だ

さ

い
ど

と

激

く

最

後

ま

で

プ

レ
ー

し

ま

す

」。

と

◆
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◇
最
優
秀
選
手
賞
＝
佐
藤
ミ
ワ

（

相
内
二
）
◇
優
秀
選
手
賞
＝
三
浦

ア
ネ

（相
内
二
）
、
岩
間
定
五
郎

（相
内
四
）
◇
敢
闘
賞
＝
三
和
チ

サ

（相
内
三
）
、
相
坂
チ
セ

（十

住
民
票
等
の
郵
便
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
開
始

働

き

で
時

間

の
な

い
家

庭

な

ど

、　

　

　

役

所

・
町

村

役

場

あ

て
郵

便

物

と

地

域

住

民

の
利

便

を

は

か

る

た

め

、　

　

し

て
差

し

出

し

ま

す

。

九

月

か

ら

郵

便

に

よ

る

戸

籍

謄

本

、　

　

　

市

役

所

（
町

村

役

場

）

で

は

、

戸

籍

抄

本

、

住

民

票

の
写

し

、

年

　

　

お

客

様

か

ら

郵

送

さ

れ

た

申

請

書

金

の

ハ
ガ

キ

証

明

等

の
交

付

請

求

　

　

を

確

認

の
う

え

受

理

し

、

作

成

し

事

項

を

記

入

し

、

証

明

手

数

料

（
　

　

　

詳

し

く

は

、

最

寄

り

の
村

内

各

＞
サ
ー
ビ
ス
体
系
　
　
　
　
＞

一
般
的
な
料
金

親善深 め る目的で

||||‐⌒11奉絲 ..|1讐秀臨 ス通碁
渕ヽ

野1摘1縫

以1翻確
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前
号
ま
で
の
ま
と
め

安
藤
氏
の
遠
祖
に
つ
い
て
は
、

ば
ん
最
初
に
居
住
し
た
、
し
か

も
天
皇
家
の
遠
祖
で
あ
る
神
武

帝
に
反
抗
し
た
長
髄
彦
の
兄
安

（
安

倍

将

軍

、

是

れ

安

倍

姓

の

元

祖

。
第

八

代

孝

元

帝

の
御

子

）

を

遠

祖

と

す

る

系

統

で
す

。

前

者

は

秋

田

実

季

が
強

調

し

後

者

は

そ

の
子

俊

季

の
主

張

し

平

安

後

期

の

「
安

倍

氏

」

の
先

津
軽
安
倍
安
藤
ω
氏
物
蹴
祖

が
、
「前
九
年
の
役
」
で
敗
亡
し

た
安
倍
頼
時
の
流
れ
の
藤
崎
高

定
す
る
私
は
、
前
者
の

「安
日

彦
遠
祖
」
伝
承
に
あ
こ
が
れ
て

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
「安
倍
氏
」

一
族
が
、
自
家
の
理
念
神
、
理

想
神
と
し
て

「安
日
彦
」
を
遠

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
安
日
氏

＝
安
倍
氏
＝
相
内
の
名
称
を
想

定
し
た
真
澄
翁
の
説
に
も
興
味

安
藤
氏

の
系
図

安
藤
氏
の
系
図
は
、
「
秋
田
家

系
図
」

「
伊
駒
（生
駒
）系
図
」

乱

ぽ
霜
Ｆ

「́髪

ホ
Ｆ

「

安
藤
系
図
」

「安
東
系
図
」

「

藤
崎
系
図
」

「安
倍
系
図
」
等
、

そ
の
名
字
に
よ
っ
て
現
在
三
十

数
種
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る

安
藤
氏
の
一
族
が
日
本
各
地
に

居
を
構
え
て
繁
栄
し
た
こ
と
を

現
在
、
津
軽
在
住
の
安
藤
氏

家
で
は
、
先
祖
が
河
内
国

⌒大

阪
府
）
の
藤
井
の
館
を
預
か
っ

安
倍
姓
」
を
称
し
て
い
ま
す
。

事
情
に
よ
っ
て
替
え
ら
れ
る
場

地
か
ら
今
後
新
た
に
安
藤
氏
に

り
ま．
せ
ん
か
ら
、
ま
た
別
な
名

字
を
持
つ
一
族
が
出
る
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
安

鷹
羽
）
違
い
羽
根
」
に
注
目
し

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

今

月

号

か

ら

安

日
彦

や

大

毘

古

命

の
後

の
安

藤

氏

一
族

の
人

び

と

を

系

図

か

ら
書

い
て

み

た

三
春

秋

田
家

系

図

か

ら

津
軽
十
三
湊

の
安
藤
氏
が
、

ま
し
た
が
、
秋
田
の
湊
城

（
土

嶋
神
明
宮
跡

）
か
ら
常
陸
掴
粽

戸

⌒茨
城
県
友
部
町

）

へ
転
封

現
福
島
県
三
春
町
に
国
替
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
に
伝
え
ら

ら
、

安
藤
氏

一
族

の
人
び
と
を

時
代

に
、
安
藤
氏

の
先
祖

に
何

し
て

い
る
に
過
ざ
ま
せ
ん
。

安
国
⌒や
す
く
に
）

「
安

日

が

子

孫

」

と

説

明

さ

れ

て

い
ま
す

。

つ
ま

り

、

安

日

彦

の
子

孫

に
安

国

と

い
う

人

が

|

■
７
は
久
の
４
／２
ｏ

】
　
　
と７
長
嚇
紹

日
彦
を
遠
祖
と
す
る
系
統
。
二
　
　
祖
と
し
て
近
世
大
名
間
で
も
容

つ
は
神
武
帝
の
後
裔
大
毘
古
命
　
　
認
さ
れ
、
明
治
初
年
の
宮
内
省

-179
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標準小作料の
改定について

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

青森県最低賃金が

改定されました

す
こ
や
か
日
記

量量
正讐
人ム

ガ」

年末調整説明会開催
―税務署からのお知らせ―

御存知ですか
医 薬 品 副 作 用
被 害 救 済 制 度

“わかちあう幸せ"

赤い11根共同募金にご協力を
10月 1日 ― i2月 31日

東

北

電

力

船

が

日
頃

か

ら

ご
愛

顧

い
た

だ

い
て

い
る

地

域

の
皆

さ

ん

訪

れ

た

久

保

光

雄

東

北

電

力

帥

五



九
月
上
旬
に
、
三
日
間
の
婦
人

検
診
が
実
施
さ
れ
、
先
頃
そ
の
結

果
通
知
が
受
診
者
の
皆
さ
ん
に
配

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
宮
〃
ン
検
診
の
中
で
多
か
っ

た
所
見
は
、
カ
ン
ジ
ダ
症
、
ト
リ

婦
人
検
診
に
つ

コ
モ
ナ
ス
症
で
し
た
。
ど
ち
ら
も

き
ち
ん
と
し
た
治
療
が
大
切
で
す
。

表
２
に
、
原
因
及
び
症
状
等
を

ま
と
め
た
の
で
参
考
と
し
、
早
期

乳
ガ
ン
及
び
上
腹
部
検
診
で
は
、

乳
房
の
し
こ
り
、
胆
石
等
が
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
異
常
の
あ
っ
た
全

員
が
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
前
記
以
外
の
病
気
で
指

〔髪囃”はけ』↓御〓けけ″　舞

い
４
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　

検

気』嘲餞赫』一鍛構期しヽ健鴇に　瓢一

広報ι
'ろ

l121

い

て

純
工

藤

〓
一
上蝙

8哲 塁
恵

璽
幸 智 浩

み
猛

Υ
龍 洋 光

箱実 T↑ 爾霜機霜  誕

ご

結

婚

⑮ 曹[言 []:言喜
み
　

よ

（
脇

元

）

８６
歳

春

　

重

（
十

三

）

７２
歳

弘

　

子

⌒
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早
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大
き
く
な
っ
て
パ
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と

一

緒
に
魚
つ
り
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行
く
ん
だ
。
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所

で
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村
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協
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機

器

の
充

実

に
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種
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が
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